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された。各セッションは，30 分の 1 対 1 セッショ
ンと 1 時間のグループ・セッションから構成され










プ調査も行われ，6 カ月後と 9 カ月後に実施した
調査においてもその効果が持続されていることが




















さらに 2 つに分けて，TSL アプローチを中心とす
る建設的思考パターンに注目する方略と仕事本来
の報酬に注目する方略とを分類することが一般的
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